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蘭
書
課
局
の
創
設

叢

言死

　
　
蘭
書
繹
局
の
創
設

　
　
　
　
　
　
文
學
博
士
新
村
　
出

　
　
　
　
駒

　．

H
部
大
獄
綾
に
合
し
て
帝
雄
大
學
ご
改
姓
し
π
聖
慮
京

夫
學
は
、
明
治
の
初
年
に
大
繭
南
稜
ご
稚
へ
て
る
π
東
京

開
…
成
學
綾
（
法
難
理
の
三
科
を
含
む
）
ご
大
學
東
校
ご
総
へ

て
居
π
東
京
君
達
稜
こ
の
二
校
を
合
併
し
に
も
の
で
あ
る

が
、
更
に
遡
る
こ
こ
れ
ら
二
尊
の
う
ち
前
者
は
開
成
所
か

ら
、
後
者
、
は
西
洋
馨
學
所
か
ら
登
潔
し
お
も
の
で
、
即
ち

安
政
年
間
に
設
け
ら
れ
た
蕃
書
調
所
ご
瓢
痘
舘
ご
が
電
閃

年
中
に
至
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
開
成
所
こ
な
り
黒
瀬
所
こ
な
っ

て
斯
く
の
如
く
段
々
改
進
し
來
つ
托
も
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
奮
東
京
大
學
の
淵
源
は
、
昌
李
校
よ
り
す
る
一
流
を
除

け
ば
、
以
上
の
二
大
源
流
に
発
つ
る
も
の
こ
見
る
べ
き
で
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あ
る
。
而
し
て
蕃
書
調
所
は
、
も
こ
幕
府
の
天
文
豪
中
の

一
局
把
る
所
謂
繭
書
翻
課
局
の
濁
焦
し
だ
も
の
こ
見
倣
さ

ざ
る
を
得
な
い
け
れ
こ
も
、
種
痘
舘
の
方
は
漢
方
欝
の
機

關
把
る
馨
學
館
譲
を
維
て
讐
下
潮
欄
ま
で
直
接
に
遡
る

こ
ご
は
爵
來
な
い
○
漢
學
者
の
淵
叢
で
あ
っ
だ
昌
否
坂
學

問
所
ご
洋
學
者
の
僚
っ
て
居
π
蕃
書
調
駈
ご
が
劉
立
し
て

居
把
棲
に
、
漢
方
欝
の
讐
學
館
は
蘭
方
讐
の
種
痘
館
ご
互

を
持
し
て
下
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
道
話
涙
の
勤
峙
は

乱
撃
の
露
量
ご
共
に
近
代
の
射
術
吏
上
面
白
い
事
柄
で
め

る
が
、
こ
こ
で
拘
ら
ふ
暇
が
な
い
。
だ
だ
蕪
で
は
同
じ
く

蘭
學
系
統
よ
り
出
で
て
天
文
地
理
の
學
涙
よ
り
起
っ
た
一

郭
局
、
ご
為
盤
術
本
草
の
學
涙
よ
り
起
つ
π
一
結
館
こ
の
写

照
に
つ
い
て
遠
く
そ
の
謬
説
を
考
へ
つ
、
、
圭
こ
し
て
蘭

書
課
局
創
製
の
顛
末
を
説
き
、
附
す
る
に
同
局
洛
革
の
大

要
を
以
て
ぜ
ん
ご
す
る
に
止
め
る
Q

　
姑
く
砲
術
騎
児
等
ご
給
講
手
工
等
ご
を
除
く
ご
き
は
、

密
閉
手
代
の
蘭
學
に
は
天
交
地
理
の
系
統
ご
醤
療
本
草
系



～

統
こ
の
二
つ
が
あ
る
。
そ
の
間
蘭
語
に
達
し
て
文
學
の
智

議
を
得
ん
こ
す
る
も
の
こ
、
語
學
に
籐
ら
す
し
て
新
學
に

親
む
も
の
こ
の
別
が
あ
り
、
江
戸
の
學
徒
の
如
く
語
學
に

疎
く
し
て
、
専
ら
智
識
の
實
質
を
求
む
る
に
急
な
る
も
の

こ
、
長
崎
の
磁
器
の
如
く
立
憲
に
長
じ
て
通
僻
の
傍
ら
蘭

書
の
翻
謬
に
從
重
し
て
西
説
の
傳
播
を
介
す
る
も
の
こ
の

差
が
あ
る
け
れ
こ
も
、
以
上
の
如
く
天
文
地
理
系
統
の
二

会
者
ε
慰
術
本
草
系
統
の
蘭
學
者
こ
の
樹
立
は
認
め
て
遣

か
ね
ば
な
ら
ぬ
〇
二
系
統
中
い
つ
れ
が
早
く
…
進
歩
し
だ
か

ご
い
ふ
ご
、
醤
術
本
草
の
方
で
あ
っ
π
○
そ
れ
に
は
學
問

の
性
質
も
一
つ
は
手
盛
っ
て
居
る
が
、
其
他
方
に
は
醤
術

の
方
に
は
長
崎
の
出
島
蘭
館
に
滞
留
す
る
蘭
讐
こ
の
接
燭

に
由
っ
て
少
し
づ
、
で
も
早
く
進
歩
す
る
こ
ご
が
覇
権
π

の
で
あ
っ
た
。
之
に
反
し
て
天
文
の
方
は
奮
式
の
漢
課
西

洋
天
文
下
説
で
さ
へ
享
保
五
年
ま
で
は
禁
じ
て
あ
っ
セ
程

で
、
切
支
丹
の
宗
旨
同
論
な
取
扱
を
受
け
て
居
π
o
南
門

流
の
外
科
馨
術
は
別
段
禁
…
制
せ
ら
れ
た
こ
ご
鳳
な
か
つ
π

踏
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
蘭
書
課
局
の
創
設

が
、
天
文
説
は
行
末
清
初
支
那
に
入
つ
セ
宣
敷
師
の
繹
述

書
が
圭
で
あ
っ
π
か
ら
、
所
謂
袈
娑
ま
で
惜
む
の
類
で
熱

止
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
っ
π
○
そ
れ
は
ま
だ
し
も
で
あ
る

が
、
享
保
五
年
潴
軍
吉
宗
の
禁
書
の
一
部
解
除
以
後
は
、
今

迄
泄
止
さ
れ
て
居
把
西
洋
天
文
地
理
め
漢
課
書
が
さ
も
新

學
説
の
様
に
受
け
取
ら
れ
氣
昧
で
、
そ
の
奮
式
な
吉
利
支

丹
煙
雲
の
遺
物
量
る
こ
ご
は
全
く
知
ら
れ
す
に
居
だ
、
時

代
後
れ
の
陳
腐
な
る
も
の
ご
は
氣
が
つ
か
な
か
つ
セ
。
こ

も
か
く
こ
の
解
禁
は
結
構
な
庭
置
こ
す
る
に
足
る
が
、
之

を
以
て
直
接
に
新
學
術
馬
入
の
路
を
掬
い
π
も
の
こ
見
る

ご
大
に
違
ふ
。
こ
れ
が
縁
で
西
洋
の
學
術
渡
金
の
端
緒
を

得
た
こ
い
ふ
に
過
ぎ
澱
こ
ご
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
從
來

逸
出
の
西
學
の
入
る
門
戸
を
す
ら
閉
ぢ
て
居
室
も
の
が
、

ご
に
か
く
そ
の
門
戸
が
開
け
π
こ
い
ふ
丈
で
あ
る
。
況
ん

や
こ
の
解
禁
は
西
洋
書
法
讃
の
禁
止
を
解
除
し
π
こ
い
ふ

意
昧
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
寛
永
七
年
の
禁
書
命
は
、
晶
肌

述
の
如
く
西
敷
叉
は
西
學
の
漢
謹
さ
れ
π
物
の
輸
入
傳
播

　
　
　
　
　
　
　
第
三
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第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
断
…
書
課
局
の
創
設

を
恐
れ
π
爲
で
あ
っ
π
の
で
、
決
し
て
事
書
の
喩
入
を
禁

．
じ
閲
讃
を
縛
め
て
は
居
ら
澱
の
で
あ
る
○
聖
訓
史
家
は
往

々
こ
の
貼
を
考
へ
．
違
へ
て
る
る
様
で
あ
る
。
蘭
書
の
鹸
…
入

は
・
鼻
革
以
後
享
保
以
前
に
於
て
一
，
一
三
の
實
例
が
あ
る
。
無

論
一
般
學
術
の
開
け
な
か
つ
π
時
代
、
建
ち
研
究
家
の
輩

串
し
な
か
つ
セ
時
代
の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
各
種
の
総
画
書

が
何
入
の
手
に
も
渡
る
や
う
に
頻
繁
に
輸
入
さ
れ
だ
、
こ
い

ふ
の
で
は
な
い
。
無
論
限
ら
れ
た
狭
い
範
圃
の
用
に
供
せ

・
ら
れ
る
爲
に
外
な
ら
な
か
つ
陀
。
モ
ン
タ
ー
ヌ
ス
》
・
言
？

簿
馨
ヨ
　
の
日
本
使
簾
記
に
よ
れ
ば
、
一
六
五
九
年
（
萬
治

二
年
）
和
蘭
甲
比
丹
ワ
ー
ヘ
ナ
三
川
N
・
を
お
9
霞
参
府

の
節
～
老
中
稻
葉
美
濃
守
甑
に
ド
ド
子
ウ
ス
即
d
O
〔
δ
苧

駕
臣
の
本
草
書
を
逡
つ
た
こ
ご
が
あ
る
。
徳
川
實
紀
に
よ

る
に
、
そ
の
四
年
後
に
當
る
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
は

甲
比
丹
塗
府
の
時
、
阿
蘭
陀
縮
大
小
二
十
一
枚
ご
共
に
阿

蘭
陀
本
草
一
冊
を
献
じ
だ
こ
あ
る
が
、
當
春
在
留
墾
府
の

．
甲
比
丹
は
イ
ソ
ダ
イ
ク
笛
・
冒
身
障
ご
呼
び
、
共
名
を
以
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號
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て
進
献
せ
る
ヨ
ン
ス
ト
ン
困
こ
。
ぎ
。
。
δ
ロ
め
本
草
書
（
一
六

六
〇
年
列
本
）
現
に
東
京
帝
國
大
耳
曝
書
館
に
藏
せ
ら
れ

て
あ
る
。
こ
れ
は
後
年
い
は
ゆ
る
蘭
質
嗣
始
期
に
閣
筆
野

呂
元
丈
が
翻
謬
の
命
を
受
け
て
繭
人
及
諜
官
に
大
意
を
抄

即
せ
し
め
π
其
原
本
ご
思
は
れ
る
の
で
め
る
○
前
田
松
雲

　
む

公
嘲
が
蘭
人
か
ら
阿
蘭
陀
本
草
書
を
取
寄
せ
把
の
は
、
右

　
ウ
なの

寛
文
三
年
か
ら
二
十
年
も
後
な
る
天
和
二
年
（
一
六
八

二
）
で
あ
っ
π
、
そ
れ
は
ド
ー
3
子
ウ
ス
の
本
草
書
で
め
っ

把
ら
し
い
。
右
の
如
く
い
つ
れ
も
本
草
書
に
限
り
、
而
も

特
軍
執
政
諸
侯
へ
の
渡
來
で
あ
っ
陀
が
、
西
町
輸
入
禁
止

の
沙
汰
は
決
し
て
な
か
っ
把
こ
い
ふ
讃
鑛
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
書
物
も
研
究
凪
こ
い
ふ
よ
り
は
寧
ろ
玩
弄
物
で
あ
だ

こ
ご
は
、
モ
ソ
タ
ー
ヌ
ス
の
記
事
を
護
ん
で
見
「
て
も
わ
か

る
が
、
ご
に
か
く
蘭
書
渡
來
の
遣
は
開
け
て
雪
花
の
で
あ

る
。
皇
継
の
方
で
は
バ
ー
レ
》
・
評
悉
の
外
科
讐
書
（
一

六
四
九
年
の
蘭
謬
本
）
を
幻
聴
年
中
、
・
櫓
林
東
山
が
得
π

こ
ご
は
富
士
川
博
士
の
自
判
州
旗
史
で
知
ら
れ
て
居
る
が

’



、
其
本
は
現
に
こ
れ
も
亦
東
京
鞘
堂
大
量
圖
書
館
に
傳
は

　
っ
て
み
る
。
斯
く
の
如
く
讐
術
本
草
學
の
書
は
、
天
文
地

理
の
書
よ
り
も
早
く
原
書
こ
し
て
9
本
に
建
つ
仁
。
但
し

そ
れ
で
直
に
前
者
が
後
者
よ
り
も
進
歩
し
て
ゐ
π
こ
い
ふ

講
明
に
は
な
ら
澱
し
奮
式
な
が
ら
も
漢
謬
本
の
西
洋
天
文

　
地
理
書
の
方
が
羅
文
の
書
物
よ
り
蘭
語
學
未
開
の
時
代
に

　
は
直
に
よ
く
了
解
さ
れ
る
筈
で
、
説
の
比
較
的
新
奮
は
其

頃
の
學
徒
に
は
同
じ
慣
値
ビ
認
め
ら
れ
る
か
ら
し
て
、
そ

　
の
奮
式
の
天
文
説
こ
て
相
當
に
重
ん
せ
ら
れ
π
も
の
で
あ

る
。
暦
算
全
書
の
謄
爲
な
ざ
が
吉
宗
の
命
で
建
部
賢
弘
等

ρ
の
手
に
よ
っ
て
串
來
柁
の
が
一
例
で
あ
る
。
本
元
の
西
洋

　
で
は
附
庸
が
新
陳
代
謝
し
覚
に
も
拘
は
ら
す
、
月
本
で
は

陳
腐
な
所
を
取
込
ん
で
居
把
こ
ご
、
殊
に
支
那
で
も
奮
式

な
が
ら
西
洋
の
天
交
数
學
等
が
そ
れ
相
懸
に
進
歩
し
更
に

乾
隆
帝
の
暦
象
考
成
後
編
な
ご
も
出
る
こ
い
ふ
際
に
、
日

　
本
で
は
や
つ
ご
支
那
の
古
い
澤
濾
警
を
織
入
し
て
喜
ん
で

　
ゐ
陀
こ
ご
、
は
軍
勢
か
ら
見
る
ご
爾
痙
い
○
然
る
に
馨
術
の

　
　
　
第
　
一
図
　
　
叢
　
親
　
　
酌
書
目
局
の
劒
設

方
で
は
南
，
璽
紅
毛
系
統
の
麟
師
が
割
合
に
古
く
幕
府
に
登

用
さ
れ
て
居
る
、
西
川
如
見
、
盧
草
拙
の
如
き
天
工
學
に

造
詣
あ
る
長
崎
の
耳
玉
を
江
戸
に
召
ん
だ
よ
り
も
少
し
早

く
和
蘭
讐
學
の
端
緒
は
江
戸
幕
府
の
裡
に
見
繊
さ
れ
把
の

で
あ
っ
陀
。
斯
く
て
爾
川
霧
見
の
天
交
書
に
西
説
を
見
る

よ
り
も
一
時
期
以
前
に
蘭
方
外
科
の
書
は
出
版
さ
れ
て
居

る
・
．
栗
崎
覚
有
（
勲
賞
）
縫
川
黒
鯛
（
享
保
）
等
慕
府
の
讐
師

こ
し
て
繭
騰
に
野
望
の
事
を
尋
ね
元
こ
ご
な
ざ
は
、
幕
府

に
あ
っ
て
は
天
文
學
考
に
先
ん
じ
て
居
る
。

　
長
崎
に
於
て
は
儒
生
死
病
見
信
が
蘭
書
を
も
選
考
し
て

編
恐
し
槌
紅
毛
天
地
二
元
贅
説
は
元
文
二
年
に
着
手
し
江

戸
に
於
け
る
泥
木
昆
劇
野
呂
元
丈
の
斯
駆
馳
學
開
始
の
時

期
よ
り
も
早
き
こ
ご
数
年
で
あ
る
か
ら
、
正
に
破
天
荒
の

著
こ
も
梅
す
が
、
き
で
あ
る
○
江
戸
繭
…
學
の
開
始
で
は
言
ふ

ま
で
も
な
く
愚
老
に
蓋
施
し
だ
昆
陽
の
方
が
、
軍
に
本
草

書
の
和
解
翻
謬
の
事
を
幹
し
陀
元
・
丈
よ
り
も
功
績
が
平
着

で
あ
る
が
、
昆
陽
も
や
は
り
本
草
學
を
主
に
し
だ
形
跡
の

　
　
　
　
　
　
　
第
　
｝
二
鞭
伽
　
　
　
　
四
H
∴
ル
　
　
（
四
＝
慧
ゐ
ハ
）



　
　
　
第
一
谷
　
　
叢
　
…
説
　
　
悶
書
課
局
の
創
設

明
か
な
二
ご
は
、
そ
の
謬
述
書
な
り
昆
陽
漫
鎌
な
り
の
上

で
窺
は
れ
る
。
即
ち
彼
は
万
岳
的
の
側
か
ら
蘭
學
に
志
し

π
こ
も
、
叉
圭
こ
し
て
隠
匿
的
の
方
面
の
研
究
を
し
把
ご

は
断
定
し
ぬ
な
い
の
で
あ
る
。
下
っ
て
寳
暦
明
和
安
永
の

時
代
に
及
ん
で
、
田
村
元
雄
、
李
賀
源
内
等
の
動
き
本
草

家
、
前
野
良
澤
杉
田
玄
課
試
の
如
き
麟
家
の
輩
出
す
る
頃

に
至
っ
て
は
、
髭
面
は
全
く
醤
術
本
草
系
統
の
徒
の
町
有

π
る
か
の
親
が
あ
っ
た
。
安
永
五
奪
無
機
の
蘭
馨
を
粧
へ

る
詞
曲
ハ
の
学
者
㍗
ウ
ン
ベ
ル
グ
囚
．
娼
．
目
9
餌
σ
Φ
嚢
の
総
嘆

を
博
し
紀
蘭
學
界
の
灘
酒
免
桂
．
川
甫
周
中
川
淳
庵
も
讐
學

本
草
學
の
徒
に
外
な
ら
な
か
つ
だ
○
漢
方
に
は
多
紀
氏
の

御
拝
館
の
設
遣
が
あ
っ
て
、
而
も
そ
れ
が
神
田
（
佐
久
闘
町
）
の

司
天
物
の
玩
に
立
て
ら
わ
陀
ご
云
ふ
の
は
、
何
や
ら
當
時

江
戸
に
於
け
る
馨
家
の
勢
が
微
々
譲
る
天
文
家
を
凌
ぐ
事

實
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
π
も
の
こ
も
戚
趣
ら
れ
る
○
呪
ん

や
こ
の
時
分
は
洋
學
史
家
の
い
つ
も
特
筆
す
る
解
騰
新
書

（
天
明
三
年
列
）
の
出
版
が
あ
っ
π
時
勢
で
あ
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
五
〇
　
（
四
三
七
）

　
然
し
同
時
代
に
於
て
、
天
交
學
潔
が
後
年
寛
政
以
後
に

至
っ
て
一
大
飛
躍
を
な
す
べ
き
素
地
は
作
ら
れ
っ
っ
あ
っ

セ
。
貞
享
暦
を
補
つ
π
寳
暦
学
の
不
完
全
に
な
つ
把
頃
、

憩
田
佐
久
横
町
の
天
交
書
を
慶
し
煮
頃
は
、
元
蘇
享
保
の

盛
運
に
ひ
｝
、
、
か
へ
て
天
學
の
不
振
其
極
に
達
し
た
が
、
や

が
て
長
崎
に
志
筑
忠
雄
の
生
れ
た
實
暦
の
末
、
大
阪
に
高

橋
至
時
の
生
れ
π
明
和
の
初
の
程
か
ら
は
、
再
び
衰
勢
を

挽
回
す
る
時
機
に
際
聾
し
た
○
三
和
元
年
に
佐
々
木
交
次

郎
（
吉
田
秀
色
）
が
天
文
方
に
登
用
さ
れ
て
か
ら
は
、
斯
學

革
新
の
機
蓮
が
ほ
の
め
き
、
塑
年
に
は
補
暦
要
務
の
爲
に

上
京
し
、
蹄
府
後
測
量
所
を
牛
込
藁
店
に
設
け
て
腰
止
し

碧
天
丈
憂
の
復
興
を
し
、
四
年
後
の
明
和
六
年
に
は
修
正

寳
暦
甲
戊
暦
注
＋
醗
を
進
献
ず
る
に
至
つ
π
。
此
頃
よ
ウ

は
相
良
学
田
書
意
次
が
老
中
の
時
代
で
、
蘭
學
事
始
に
も

見
ぬ
る
…
榛
に
、
種
々
の
…
機
械
が
宇
ば
は
研
究
的
牢
ぱ
は
玩

弄
的
に
輸
入
さ
れ
詞
時
に
毎
年
滲
府
の
論
人
の
族
館
に
は

官
馨
ご
天
文
家
ご
が
出
入
し
て
質
問
や
修
業
に
田
中
し
セ



㍉

一
時
期
で
あ
っ
泥
。
安
永
五
年
の
露
命
証
し
た
蘭
使
附
の

ト
ウ
ン
ベ
ル
グ
の
紀
行
に
よ
れ
ば
、
江
戸
滞
在
中
の
來
訪

者
は
天
文
方
二
人
ご
讐
師
五
人
ご
で
あ
っ
て
、
前
者
は
ず

カ
キ
。
ボ
ン
ジ
ン
ω
9
ζ
葱
切
。
蕊
ぎ
即
ち
前
記
の
織
匠
木

文
次
郎
（
吉
田
面
長
）
ご
ス
ブ
カ
ワ
。
ス
・
一
。
。
呂
巳
．
・
．
超

しり

O
◎
三
川
四
郎
（
？
澁
川
洲
水
正
清
？
）
ご
で
あ
・
り
、
後

者
の
申
の
優
な
る
は
桂
川
甫
周
中
川
呉
羅
の
二
人
で
あ
っ

陀
。
ト
ウ
ン
ベ
川
グ
の
記
す
所
を
見
る
に
、
日
本
で
は
天

文
學
は
非
常
に
奪
重
さ
れ
て
は
居
る
が
、
そ
れ
に
も
係
ら

　
　
　
　
　
　
ア
ル
マ
ナ
ヅ
ク

す
支
那
や
和
蘭
の
暦
書
な
く
し
て
は
暦
を
完
成
し
叉
は
日

月
の
蝕
時
を
精
確
に
測
定
す
る
事
が
出
來
濾
有
様
に
あ
る

ε
評
し
て
居
る
。
然
し
、
西
洋
天
文
學
の
影
響
が
盆
、
入

．
つ
て
家
π
こ
ご
が
之
に
由
て
明
か
に
知
ら
れ
る
○
江
戸
に

於
て
の
み
な
ら
す
、
畏
騎
に
於
て
も
天
文
學
の
研
究
は
勃

興
し
、
殊
に
鐸
官
本
木
曾
之
進
が
命
を
奉
じ
て
種
々
の
天

交
書
を
課
禺
す
る
に
至
っ
た
の
も
丁
度
適
当
三
年
半
來
の

こ
ご
で
、
豊
後
の
三
浦
梅
園
が
同
輩
に
遊
歴
見
算
し
毛
際

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
蘭
書
課
局
の
創
設

繹
官
吉
耕
雄
牛
の
家
亡
天
地
二
球
や
望
濾
鏡
を
親
降
り
、

同
じ
く
名
高
い
蓮
詞
の
松
村
霧
紀
に
就
い
て
初
め
て
地
動

説
を
聴
い
た
り
し
覚
の
は
同
七
年
の
こ
ご
で
あ
っ
た
。
麻

田
剛
立
が
豊
後
か
ら
大
坂
に
來
佳
し
把
の
も
明
和
の
末
年

で
あ
る
か
ら
、
安
永
時
代
は
日
本
の
天
交
學
史
上
か
ら
も
、

最
も
注
目
す
べ
き
一
時
半
を
書
す
る
ご
歎
ふ
べ
き
で
め

る
。
暦
象
新
書
を
著
は
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
新
出
説
を
瓢

遽
し
π
崎
陽
の
英
俊
志
築
忠
雄
が
、
學
に
志
し
π
の
も
そ

の
頃
で
あ
っ
て
、
矢
張
り
本
木
民
の
門
に
出
で
て
居
る
ρ

　
天
文
方
吉
田
薩
長
が
牛
込
の
測
量
所
が
槻
測
に
不
便
で

あ
る
こ
い
ふ
の
で
、
之
を
淺
草
片
町
に
移
し
た
の
は
天
朋

二
年
十
月
で
あ
っ
把
。
こ
の
至
仁
の
天
文
毫
は
公
け
に
は
．

　
　
　
　
り

頒
暦
所
ご
呼
ん
で
居
π
○
．
然
る
に
共
翌
年
の
目
蝕
の
江
戸

大
阪
銀
地
の
天
文
學
満
の
説
が
相
蓮
し
た
所
が
、
大
阪
方

の
説
が
當
っ
て
江
戸
方
は
面
目
を
失
っ
だ
G
こ
の
時
分
か

ら
大
阪
の
天
文
學
は
天
下
に
心
霊
を
樽
す
る
や
う
に
…
進
ん

で
來
だ
。
百
年
前
京
都
の
鷹
派
の
天
文
學
が
江
戸
の
澁
川

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
一
　
隅
田
三
八
）

，za．



第
一
巻
　
叢
誌
　
購
書
謬
局
の
刷
設

春
海
の
新
研
究
に
打
破
さ
れ
π
以
來
、
斯
界
に
痛
快
な
將

來
事
は
寛
政
年
度
に
於
て
大
阪
の
天
文
家
を
江
戸
に
登
用

し
て
改
暦
を
完
成
し
π
こ
ご
で
あ
る
。
阪
地
學
潜
が
こ
、

に
達
す
る
の
素
地
は
こ
の
安
永
天
気
時
代
に
造
ら
れ
て
ゐ

E
セ
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
罵

　
寛
政
の
改
革
に
方
っ
て
學
術
機
關
の
革
新
及
新
螢
に
は

先
づ
岡
三
年
多
紀
氏
の
躊
壽
館
を
官
立
に
昇
格
さ
せ
て
欝

學
館
ご
乏
し
だ
事
を
始
め
こ
し
、
溺
五
年
塙
氏
の
和
學
講

談
所
藩
を
許
し
後
（
同
七
年
）
之
に
幕
府
の
保
護
を
與
へ
だ

－
こ
ご
、
同
年
昌
挙
校
の
學
劉
を
改
正
し
更
に
洞
九
年
之
を

官
立
に
し
元
こ
ご
を
算
へ
立
て
ら
れ
る
が
、
元
よ
り
幕
府

の
経
螢
に
成
つ
π
天
文
毫
に
於
け
る
事
業
ゐ
亦
同
じ
上
盤

に
動
か
さ
れ
て
臼
豊
ま
し
い
活
動
を
し
始
め
陀
。
予
輩
は

こ
れ
ら
の
學
術
維
螢
の
當
局
に
松
李
定
信
め
る
ご
岡
時
に

そ
の
蔭
に
隠
れ
て
、
主
こ
し
て
患
畜
の
任
に
當
っ
セ
参
政

欝
正
敦
（
鋸
雅
）
の
嚢
こ
ご
を
忘
鰭
は
な
急
。
・

第
三
號

趾
ご
　
（
四
三
九
）

れ
ら
の
學
術
機
關
は
著
年
寄
支
配
で
あ
っ
た
か
ら
、
正
敦

の
如
き
好
學
・
の
政
治
家
を
永
く
共
総
頭
に
戴
い
て
串
焼
の

は
幸
編
こ
い
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
詑
。

　
柴
野
氏
を
京
都
よ
瀕
（
天
明
、
ド
罰
ノ
五
）
適
し
、
尾
藤
氏
を
大
阪
よ

リ
へ
轟
）
徴
し
た
幕
府
は
、
寛
政
の
初
に
京
都
の
名
門
輻

弁
楓
亭
を
翠
げ
て
製
藥
所
を
盤
せ
し
め
、
其
の
末
年
に
は

老
年
の
小
野
蘭
山
を
招
い
て
本
草
を
上
灘
館
に
講
ぜ
し
め

把
襟
に
學
界
の
遺
賢
を
江
戸
に
集
む
る
に
カ
を
養
し
柁
○

大
阪
よ
り
麻
田
氏
を
聴
せ
ん
こ
し
て
成
ら
す
、
高
足
仁
る

高
橋
氏
を
始
め
閥
・
屍
全
等
の
英
才
を
抜
潔
し
て
天
交
憂

に
入
れ
陀
の
は
、
寛
政
の
七
年
春
で
あ
っ
把
○
留
年
東
岡

高
橋
は
天
文
方
こ
な
り
、
伊
能
悪
業
の
動
き
も
江
戸
に
來

り
之
に
就
學
す
る
こ
ご
、
な
つ
仁
Q

　
江
β
の
一
般
蘭
學
者
に
つ
い
て
は
姑
く
言
は
ず
、
幕
府

に
於
て
は
桂
川
罫
書
が
官
盤
こ
し
て
落
盤
の
遺
業
を
織
ぎ

自
身
も
語
學
を
能
く
し
、
機
穂
の
外
に
世
界
の
地
誌
に
も

通
じ
、
叉
蘭
學
者
の
保
護
に
も
當
っ
て
居
犯
が
、
寛
政
五



庫
に
は
幕
府
は
新
に
盤
學
館
に
外
科
學
を
置
い
て
甫
局
を

敷
授
に
任
じ
党
。
西
洋
外
科
學
の
位
倒
は
是
に
至
っ
て
公

認
せ
ら
れ
沈
わ
け
で
あ
る
○
然
し
之
に
反
し
て
岡
じ
歳
に

藩
讐
宇
田
川
玄
随
が
ゴ
ぞ
グ
〃
内
科
書
を
課
し
て
内
科
選

要
ご
題
し
て
出
版
し
て
、
石
川
多
紀
の
新
菅
薦
家
の
序
交

を
も
添
へ
た
程
で
あ
る
が
、
桂
門
の
吉
田
仁
愛
・
が
い
ざ
内

科
蘭
方
を
實
施
せ
ん
こ
し
て
師
甫
周
に
破
門
さ
れ
た
様
な

事
件
も
あ
る
Q
要
す
る
に
外
科
は
多
年
の
歴
史
も
あ
り
外

的
畜
類
に
過
ぎ
る
か
ら
、
之
を
公
許
し
怠
け
れ
こ
も
、
内

科
に
至
っ
て
は
未
だ
容
易
に
西
洋
の
薪
學
術
を
容
れ
な
か

つ
セ
の
で
、
急
進
家
は
厄
に
遭
は
ざ
る
を
得
な
か
つ
把
の

で
あ
る
○
西
洋
内
科
を
幕
府
で
公
然
探
亡
し
陀
の
は
蟹
政

五
年
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
主
こ
し
て
外
科
の
み
が

幕
府
で
は
許
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
然
し
幕
府
以
外
で

ぽ
蘭
方
馨
學
は
決
し
て
保
守
的
で
は
な
か
つ
把
。
か
〉
る

時
代
に
幕
府
．
の
天
馬
學
は
垂
足
の
進
歩
を
遽
げ
て
し
ま
つ

π
o

篤
一
特
　
　
叢
　
訊
　
　
蘭
曲
諜
局
の
創
設

　
寛
政
改
暦
の
命
が
吉
田
秀
長
、
山
路
徳
風
及
高
橋
至
時

に
下
っ
た
の
は
同
八
年
置
八
月
で
あ
っ
セ
。
総
裁
に
は
老

中
の
松
李
信
明
ご
署
年
寄
の
堀
田
正
敦
ご
が
任
ぜ
れ
た
〇

三
人
の
天
文
方
は
飼
じ
年
の
九
月
に
例
に
由
て
上
京
し
、

叉
十
一
月
に
は
大
阪
よ
り
足
立
左
内
を
京
都
に
召
出
し
て

高
橋
の
手
に
附
け
、
爾
來
一
年
間
の
測
定
を
纒
て
夕
曇
十

月
に
寛
政
改
暦
の
事
業
が
成
り
、
延
享
以
來
五
十
年
聞
の

宿
案
を
賑
す
る
こ
ご
が
出
世
有
徳
公
の
遺
業
を
完
う
せ
し

む
る
こ
ご
こ
な
つ
柁
○
改
暦
に
際
し
て
天
幕
方
が
一
方
に

は
清
朝
の
暦
象
考
成
に
糠
る
ご
共
に
他
方
に
は
本
意
蘭
説

の
研
鎭
に
繕
事
し
把
こ
ご
は
見
遇
が
す
べ
か
ら
ざ
る
燐
で

あ
る
。
長
崎
に
於
け
る
諜
官
本
木
氏
の
翻
課
は
嗣
よ
り
之

に
關
凝
す
ゐ
事
で
あ
ら
う
が
、
改
暦
前
後
に
於
て
江
戸
に

墾
府
し
π
蘭
人
は
天
壌
家
の
來
訪
を
受
け
て
質
問
の
癒
答

に
忙
が
し
か
つ
泥
こ
ε
は
、
大
槻
羊
水
の
西
嶺
封
晦
に
も

見
ゆ
る
遁
り
で
、
前
述
安
永
時
代
か
ら
の
引
無
き
で
あ
る

嗣
童
脚
に
山
る
に
、
寛
政
志
ハ
年
春
甲
比
丹
〔
ヘ
ン
ミ
ー
O
．
寓
？

第
三
號

五
三
　
（
四
四
〇
）



第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
蘭
書
課
局
の
創
設

・
き
蕊
が
書
記
ラ
ス
多
。
・
馨
官
グ
ル
ン
〃
｛
ム
薬
理
を
同

草
し
て
江
戸
に
藩
府
し
た
時
、
客
館
に
は
宮
方
藩
醤
の
蓮

中
ご
天
文
方
の
衆
が
替
る
ぐ
詰
掛
け
て
質
疑
を
し
π
記

事
が
あ
る
。
五
月
五
臼
は
午
前
中
天
交
方
の
佐
々
木
階
山

路
の
二
王
徒
弟
を
連
れ
て
胸
嘱
し
把
こ
ご
が
朋
記
さ
れ
て

あ
る
○
鯨
目
に
は
騰
家
で
は
桂
川
宇
田
川
大
槻
等
の
名
家

本
草
家
で
は
栗
本
民
謡
玉
江
長
伯
の
如
き
互
攣
が
幾
掛
け

た
。
次
詞
墾
府
の
寛
政
十
年
に
も
、
天
文
方
の
諸
氏
が
盤

員
等
ご
同
じ
く
押
掛
け
て
往
つ
把
○
蘭
使
ご
書
記
ご
は
前

ご
同
一
人
で
あ
っ
陀
が
、
讐
官
は
代
っ
て
レ
ッ
ヶ
い
簿
路
Φ

の
番
で
あ
っ
た
。
稲
置
に
天
文
の
事
を
尋
ね
る
の
で
あ
る

か
ら
元
々
無
理
な
話
で
あ
る
が
、
大
豊
の
素
養
の
黙
に
煽

て
相
違
し
て
居
陀
日
本
の
天
文
家
は
、
之
に
よ
っ
て
何
物

を
か
提
へ
す
ん
ば
止
ま
ざ
る
磁
心
を
有
っ
て
居
た
○

　
改
暦
を
機
こ
し
て
蓮
歩
し
た
幕
府
の
天
矯
激
で
は
、
享

和
三
年
の
春
高
橋
至
難
軍
門
が
初
め
て
所
謂
ラ
ラ
ζ
ア

ラ
　
ラ
　
ン
　
ド

ど
巳
§
富
の
暦
書
の
原
本
を
手
に
入
れ
、
七
月
以
降
之
が

第
三
號

五
四
　
（
四
四
一
）

青
黛
研
究
に
從
淋
し
、
遽
に
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
管
見
＋
数
概

を
編
す
る
に
至
っ
た
。
長
崎
で
志
築
氏
の
暦
象
新
書
綴

の
成
っ
π
数
年
後
の
事
で
あ
っ
π
G
そ
の
翌
年
の
交
化
元

年
歳
月
早
々
高
橋
至
時
は
四
十
一
歳
を
以
て
江
戸
に
帯
し

四
月
長
子
景
保
寒
露
相
績
し
て
、
年
二
＋
平
話
の
撃

襲
う
て
天
文
方
こ
な
っ
て
、
大
阪
よ
り
再
出
仕
し
た
問
重

膏
田
ご
共
に
父
の
遣
業
た
る
ラ
ラ
ン
デ
の
暦
書
の
研
究
を
績

け
て
文
化
六
年
に
至
つ
だ
。
．
然
る
に
、
こ
の
暦
局
に
於
て

は
改
暦
後
結
に
新
事
業
が
既
に
起
り
つ
、
あ
っ
だ
。
そ
の

一
は
寛
政
十
一
・
二
年
頃
よ
り
始
ま
る
蝦
夷
地
測
量
の
業

で
あ
る
。
暦
局
出
訴
の
堀
田
仁
犀
潟
岐
が
奥
蝦
夷
地
の
塾

海
路
測
定
の
爲
に
出
張
し
、
同
く
伊
能
忠
敬
が
翌
寛
政
十

二
年
蝦
夷
地
を
實
遺
し
た
こ
ご
は
、
事
業
の
登
端
で
あ
っ

て
交
化
年
間
に
は
伊
能
の
洛
皇
霊
測
の
大
事
業
が
行
は
れ

π
Q
東
海
立
中
國
筋
の
測
量
に
は
、
至
時
の
次
男
に
し
て

景
保
の
弟
な
る
高
橋
遍
照
藻
轄
が
同
行
し
π
こ
ご
も
あ

る
Q

　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4



　
文
藻
廃
盤
の
業
は
、
國
民
の
凱
外
思
想
の
勃
興
に
作
ひ

て
起
つ
だ
自
句
心
に
出
で
た
も
の
こ
見
ら
れ
る
。
天
朋
以

降
杢
國
の
族
行
及
探
槍
は
必
ず
し
も
劉
外
心
の
登
達
に
の

み
禺
で
把
も
の
で
は
な
い
が
、
寛
政
文
化
の
交
に
於
け
る

地
理
的
智
識
の
進
歩
は
聞
接
に
之
に
負
ふ
所
が
あ
る
ご
云

へ
よ
う
。
轟
く
樹
外
思
想
よ
り
出
で
把
の
は
、
文
化
三
四

年
起
っ
た
世
界
興
亜
編
纂
の
業
で
あ
る
。
こ
れ
が
寛
政
改

暦
後
に
於
け
る
暦
局
新
事
業
の
第
二
で
あ
る
○
こ
の
事
業

を
藏
接
に
促
が
し
た
の
は
露
國
の
勢
力
の
近
接
、
殊
に
露

國
漂
流
民
が
海
上
世
界
一
週
を
し
て
餅
朝
し
た
事
件
で
あ

る
。
天
明
寛
政
の
交
よ
り
追
星
二
十
年
間
、
全
世
…
掛
及
海

外
諸
念
地
理
に
罪
す
る
智
識
が
、
根
底
に
撃
て
斯
る
事
業

の
計
諮
を
促
が
し
た
こ
ご
に
は
な
っ
て
居
る
が
、
藏
接
の

由
來
は
右
の
通
り
で
あ
る
○
大
槻
磐
幾
等
の
編
著
環
海
異

聞
の
序
文
（
文
化
四
年
四
月
）
を
見
れ
ば
、
仙
壼
藩
の
漂
流

民
が
交
化
元
年
麟
朝
し
た
時
に
、
枝
船
よ
り
其
筋
に
呈
上

し
π
世
界
圖
及
露
領
圖
の
事
が
撮
て
を
る
が
、
黎
政
堀
田

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
顎
脚
課
局
の
創
設

正
敦
は
、
職
掌
の
上
か
ら
又
實
家
た
る
伊
達
家
こ
の
關
係

（獣

c
正
富
の
養
子
れ
り
）
か
ら
も
、
是
等
の
口
置
に
興
昧
を
戚

じ
て
居
た
に
違
な
い
○
途
に
翌
文
化
四
年
十
二
月
四
ロ
「
天

交
信
高
橋
作
左
衛
門
ね
、
林
大
學
頭
（
醐
）
申
談
、
璽
書
を

以
、
地
墨
等
仕
立
可
申
冒
堀
田
瞬
津
守
殿
被
曝
渡
し
ご
い

ふ
僻
命
が
出
た
。
そ
こ
で
長
崎
か
ら
蘭
語
に
達
す
る
俊
秀

の
馳
駆
を
暦
尚
に
、
招
致
す
る
必
要
を
威
せ
し
め
た
。
當
時

江
戸
に
は
之
に
癒
す
べ
き
秘
當
の
蘭
學
表
を
物
色
す
れ
ば

北ハ

?
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
露
國
及
転
居
の
地
誌
に
關
し

て
諜
述
書
の
あ
っ
π
前
野
等
化
は
既
に
残
し
碍
髄
一
癖
増
諜

采
覧
異
言
等
の
地
理
書
で
名
高
い
翻
諜
尿
で
大
槻
門
下
の

．
俊
鷺
で
あ
っ
だ
由
村
才
助
も
共
年
（
聚
課
凱
製
し
て
し
．

ま
つ
π
。
夙
に
萬
國
圓
説
（
天
明
六
館
）
の
諜
述
め
る
桂
川
甫
周
は

官
署
な
れ
ば
暦
局
に
は
向
か
す
、
仙
憂
藩
醤
の
大
槻
玄
澤

も
亦
直
に
地
理
卵
管
鐸
の
業
に
適
す
る
ご
は
云
へ
な
か
っ

把
。
途
に
共
選
は
崎
陽
の
課
官
爵
の
逸
才
馬
流
貞
轟
錨

に
當
っ
て
、
塑
文
化
五
年
三
月
長
崎
を
出
藍
し
て
揖
府
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
五
　
（
四
四
二
）



第
　
一
巻
　
　
叢
　
蒲
…
　
繭
警
繹
局
の
刺
設

る
こ
ご
、
な
っ
た
○
時
に
二
十
二
歳
の
肚
年
で
あ
っ
た
Q

馬
膓
真
由
は
吉
雄
永
保
畳
音
懇
摯
美
に
志
築
忠
雄

き
　
つ
ト
び

鋼
醒
門
下
の
饗
壁
で
あ
っ
た
。
師
志
築
は
謬
愚
旨
拠
歪
な
が

黍
五

ら
も
並
々
の
麺
僻
で
は
な
く
、
交
法
的
研
究
の
銀
底
か
ら

露
め
、
で
か
か
っ
た
語
學
者
で
、
兼
ね
て
和
漢
の
學
に
も
暫

し
且
つ
天
丈
数
學
に
も
精
し
ぐ
纒
黒
眼
を
も
備
へ
て
居
柁

入
物
で
あ
っ
π
o
共
門
下
に
毘
把
馬
霧
吉
雄
の
舟
人
が
．
江

鐸
ご
長
崎
ご
で
互
に
蘭
學
者
を
養
眠
し
補
翼
し
、
又
課
述

の
事
業
に
諜
痙
し
た
功
績
ε
併
せ
て
、
蘭
學
史
上
に
蒔
筆

大
書
す
べ
き
論
難
の
あ
る
入
物
で
あ
る
○
彼
れ
の
最
初
の

湾
八
で
あ
っ
て
、
馬
場
吉
雄
等
を
些
門
に
紹
介
し
た
こ
い

美
槻
玄
幹
驚
濃
毅
駿
の
灘
毒
舌
附
巣
羅
）
に

よ
る
に
、
玄
幹
は
志
築
の
事
を
北
画
隠
す
澤
に
報
告
し
、
立

澤
よ
も
堀
田
侯
に
薦
め
叉
天
交
三
軍
の
人
々
に
も
謀
っ
て
江

β
に
墜
怨
し
よ
う
こ
し
だ
こ
ご
が
あ
．
つ
た
こ
云
ぶ
』
、
翻
先

益
の
、
事
を
家
翁
へ
申
贈
り
し
が
家
計
さ
る
や
ん
こ
ご
な
き

御
方
へ
聞
ぬ
上
げ
警
官
の
諸
士
に
謀
り
て
東
下
せ
し
む
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
僧
來
｝
二
　
號
　
　
　
　
五
山
ハ
　
（
M
四
脚
竃
二
）

き
企
め
り
け
る
も
共
事
な
ら
す
、
先
生
も
認
諾
行
せ
り
」
ご

あ
る
本
文
の
中
、
趨
分
の
推
測
で
は
「
さ
る
や
ん
こ
ご
な

き
御
方
」
ご
は
立
澤
ご
特
別
の
關
係
に
立
て
る
執
政
堀
．
田

侯
を
措
い
て
他
に
其
人
あ
り
ε
も
畳
ね
な
い
○
唯
其
企
圏

の
年
代
は
精
し
一
業
ら
撃
、
或
は
志
築
（
中
野
梛
圃
）
の
ぞ

π
交
響
四
年
頃
の
こ
ご
で
は
な
か
つ
陀
か
ご
思
ふ
。
斯
う

い
ふ
事
惰
で
、
蓬
に
馬
蕩
真
由
が
江
戸
に
徴
さ
る
、
に
至

つ
元
次
第
で
あ
る
Q
「

　
暦
局
に
於
け
る
世
界
急
難
補
訂
の
業
は
、
馬
瘍
の
翻
課

勉
鵬
翼
　
て
汝
月
々
推
～
み
、
　
一
＾
苦
業
除
を
纒
π
・
叉
”
化
山
廊
年
志
ハ
日
月
に
↑

は
、
田
善
隊
鯉
働
を
し
て
銅
版
に
刻
せ
し
め
て
試
に
出
版

　
　
　
　
ヨ
ヒ
　
ま

す
る
こ
ご
、
な
っ
た
Q
名
け
て
総
噸
総
界
全
㈲
画
，
並
口
本
燈

心
略
圖
ご
題
す
る
小
形
の
地
階
で
、
高
橋
景
保
の
編
纂
圏

い
ふ
こ
ご
に
し
て
、
．
大
槻
磐
水
の
駿
を
以
て
繊
π
の
で
あ

っ
北
。
こ
れ
は
云
は
ば
見
本
摺
に
過
ぎ
な
か
つ
陀
の
で
、

，
翌
七
年
三
月
新
訂
萬
國
杢
圏
成
り
、
矢
張
り
田
善
の
鋼
版

で
、
高
橋
景
保
及
間
重
富
の
管
韓
こ
い
ふ
名
義
で
遡
行
さ



れ
π
○
之
は
頗
る
大
な
る
地
圖
で
坊
聞
に
時
々
あ
ら
は
れ

る
こ
ε
が
あ
る
。
之
で
此
策
二
の
新
事
業
は
完
戒
を
告
げ

た
。
こ
の
二
年
間
、
高
橋
ご
馬
丁
ご
は
暦
局
に
於
て
数
部

”
の
白
描
書
を
作
つ
泥
。
高
橋
に
は
ケ
ン
ペ
ル
の
日
本
志
第

四
編
を
課
し
馨
賊
排
補
講
事
（
西
洋
人
ロ
本
紀
事
）
羅

が
あ
一
、
北
夷
考
悪
業
が
あ
る
。
馬
塩
の
助
力
を
磐

た
こ
ご
は
無
論
で
あ
る
○
馬
場
に
は
同
六
年
に
野
作
旧
記

ご
零
露
…
魯
西
　
亜
國
誌
の
抄
録
　
が
あ
る
、
共
に
蔚
年
輪
國
歯

冠
の
患
に
写
り
て
課
落
し
だ
も
の
で
あ
る
○
高
橋
の
薯
灘

も
亦
同
じ
必
要
の
下
か
ら
出
患
畜
も
の
で
あ
る
。
文
化
五

年
に
は
馬
蕩
の
外
、
本
木
正
背
離
こ
い
ふ
課
官
が
江
戸

に
滞
留
し
て
、
砲
術
書
の
翻
課
を
命
せ
ら
れ
た
外
、
天
文

豪
に
於
て
萬
國
地
籍
及
西
洋
軍
艦
圖
解
を
課
出
し
把
様
な
、

事
も
あ
る
O
然
し
彼
は
同
年
末
に
長
崎
に
露
還
し
、
馬
塙

の
如
く
永
藩
…
的
の
拗
務
に
服
す
る
こ
ご
は
な
か
っ
た
○

　
斯
く
の
如
く
し
て
暦
局
は
、
直
接
に
地
誌
事
業
に
關
腐

せ
ざ
る
附
帯
、
的
の
翻
課
事
業
を
も
引
受
け
る
や
う
に
な
つ

第
　
　
巻
　
　
叢
　
説
　
　
蘭
害
課
局
の
創
設

把
Q
文
化
五
年
十
二
月
二
十
八
日
附
に
て
、
堀
田
憲
政
よ

り
、
天
文
方
に
達
し
て
蘭
書
の
取
扱
方
を
命
じ
且
つ
翻
詳

の
技
能
あ
る
も
の
、
名
前
を
申
出
づ
べ
き
こ
ご
を
命
じ
、

転
官
六
年
正
月
二
十
八
H
に
は
、
高
橋
作
左
衛
門
へ
の
申

渡
に
、
「
林
大
學
頭
相
鼻
輪
地
誌
御
用
之
内
、
異
國
に
携
候

義
同
人
話
談
取
調
可
申
」
ご
あ
る
が
・
、
段
々
課
出
の
範
園

は
嬢
正
し
て
ゆ
く
傾
向
あ
る
を
免
れ
な
か
っ
た
○
そ
れ
は

外
園
交
渉
叉
は
外
面
智
識
に
つ
い
て
は
、
長
崎
ご
は
事
か

は
h
．
、
江
戸
で
は
天
葦
登
の
地
誌
課
ご
も
廻
す
べ
き
部
局

に
於
て
關
為
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
煮
る
の
は
當
然
で

あ
る
。
文
化
六
年
隅
月
間
重
富
は
ラ
ラ
ン
デ
取
調
の
御
用

が
賂
相
濟
ん
で
大
阪
に
蹄
っ
て
し
ま
ひ
、
言
い
で
馬
蕩
の

助
力
し
て
居
た
地
圖
の
方
の
仕
事
も
一
先
づ
片
附
い
だ
。

二
化
三
年
春
墾
府
し
把
ド
ウ
フ
寓
・
U
O
焦
の
記
す
所
に

よ
れ
ば
、
天
文
學
は
適
時
の
｝
ウ
ン
ベ
ル
グ
時
代
よ
り
は

長
足
の
進
歩
を
示
し
、
ラ
ラ
ン
デ
の
暦
書
を
も
備
へ
成
績

見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
こ
ご
．
を
言
っ
て
を
る
。
高
橋
は
ド

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
五
七
（
四
四
四
）



第
　
一
巷
　
　
叢
　
読
　
　
蘭
書
諜
局
の
創
設

ウ
フ
よ
リ
グ
ロ
ー
ゼ
ウ
ス
Ω
δ
σ
ご
。
。
こ
い
ふ
和
蘭
名
を
附

け
て
貰
っ
た
こ
て
も
あ
る
位
で
、
共
間
柄
も
親
密
で
あ
っ

元
。
か
や
う
に
天
文
地
理
の
學
は
暦
局
に
在
っ
て
蓮
歩
し

だ
け
れ
ざ
、
眞
の
研
究
心
算
は
高
橋
景
保
一
涙
の
手
を
離

れ
、
天
文
に
て
は
弟
澁
潤
景
霜
等
、
地
理
に
あ
っ
て
は
伊

能
忠
敬
等
の
事
業
が
見
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
○
而
し
て

唇
局
内
に
於
て
將
に
一
部
局
を
形
作
ら
ん
こ
し
た
の
は
、

景
保
貞
等
等
の
翻
課
局
で
あ
っ
て
、
層
化
八
年
に
至
っ
て

そ
れ
が
一
段
歪
む
や
う
に
な
っ
た
の
は
、
別
の
理
由
が
あ

る
。
そ
れ
は
後
に
譲
り
、
高
橋
一
箇
に
は
文
化
五
年
來
曾

て
露
國
よ
り
寄
越
し
た
願
書
の
満
洲
文
の
野
鶴
ご
之
に
件

ふ
満
洲
僻
書
の
編
纂
ご
を
捲
算
し
て
居
腰
か
ら
、
難
局
中

に
製
鋼
が
自
然
に
登
移
す
る
や
う
に
な
つ
だ
起
源
は
、
洋

・
學
吏
家
の
い
ふ
檬
に
必
ず
し
も
交
題
八
年
に
あ
る
ご
見
る

こ
ご
は
出
來
な
い
Q
吾
等
は
そ
の
起
源
を
享
和
三
年
若
く

は
翌
脱
化
元
年
の
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
取
調
の
事
業
に
置
く
こ

ε
も
出
來
よ
う
。
叉
文
化
三
四
年
、
（
嚴
重
に
云
へ
ば
）
文

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
五
八
　
ρ
四
㎎
五
）

化
五
年
以
降
の
世
堺
地
圖
編
纂
資
料
の
翻
課
に
基
く
こ
な

す
こ
ご
も
出
摩
な
う
○
こ
れ
ら
の
事
業
は
丈
化
六
年
に
は

完
結
し
た
こ
云
へ
る
が
、
こ
れ
で
以
て
鐸
局
の
根
底
は
解

古
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
時
勢
ご
偶
然
の
事
情
ご
が
さ

う
は
さ
せ
な
か
つ
セ
。

　
　
　
　
留
閲

　
古
く
璽
書
和
解
御
用
蛾
徴
和
蘭
書
籍
和
解
御
用
朧
腔
噺
な

ご
こ
い
ひ
、
叉
蘭
學
筒
だ
の
課
局
だ
の
こ
云
ふ
其
部
局
を

今
便
宜
上
椴
り
に
蘭
書
諜
局
ご
題
し
て
遣
い
把
の
で
あ
る

が
、
普
遍
そ
の
創
設
を
交
化
八
年
に
係
け
る
け
れ
ざ
も
、

前
章
に
論
じ
た
や
う
に
其
起
源
は
梢
遡
る
べ
き
で
あ
る
Q

然
し
其
登
算
の
旭
因
は
励
年
春
よ
り
着
手
し
π
シ
ヨ
メ
ー

ル
の
百
科
七
重
亡
妻
の
事
業
に
あ
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る

抑
も
シ
ヨ
メ
ー
〃
Ω
6
旨
色
の
百
科
嚇
典
は
大
小
種
々
の

異
本
が
め
る
、
日
本
に
舶
載
さ
れ
把
も
の
で
も
各
種
の
本

が
あ
る
こ
ご
は
、
典
籍
秦
鏡
で
も
知
る
こ
ご
が
禺
馨
る
。

蘭
學
階
梯
載
紅
毛
難
話
覇
を
は
じ
め
諸
書
に
見
ゆ
る
が



戦
く
古
く
か
ら
渡
嬉
し
把
本
で
あ
る
が
、
當
時
に
あ
り
て

ば
決
し
て
得
易
か
ら
ざ
る
書
物
こ
し
て
珍
重
さ
れ
た
の
で

あ
る
○
交
化
七
年
甲
比
丹
ド
ウ
フ
所
藏
の
一
本
を
銀
六
賞

目
を
以
て
幕
府
に
買
上
げ
π
こ
ご
が
、
通
航
一
覧
績
輯
に

見
ね
て
居
る
。
こ
れ
は
多
分
翌
年
か
ら
翻
繹
に
着
手
し
π

註加

Q
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
本
書
翻
課
の
由
來
ご
諜
層

側
妻
事
情
ご
に
つ
き
て
、
大
槻
玄
幹
は
蘭
學
事
始
附
記
に

次
の
如
く
語
っ
て
み
る
○

　
　
手
合
齪
蕩
を
東
下
せ
し
め
て
蟹
偲
い
れ
蘭
蛍
日

　
　
を
護
ま
し
め
し
に
、
一
二
年
に
し
て
長
崎
よ
り
恥
し

　
　
覧
る
べ
き
よ
し
公
に
請
ひ
奉
る
事
切
な
り
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
目
官
に
も
策
託
て
如
何
は
せ
ん
ご
あ
り
し
時
に
余
土

　
　
む
　
ぬ
　
の

　
　
生
董
碩
翁
に
面
畏
し
て
「
シ
ヨ
メ
ー
川
」
翻
諜
の
事
を

　
　
説
き
佐
十
郎
へ
命
燐
ら
れ
ば
面
ハ
功
な
り
て
國
諸
多
か

　
　
ら
ん
、
こ
い
ひ
し
に
、
す
（
碩
講
共
旨
を
や
ん
こ
ご
な

　
　
き
御
方
⑳
鋸
柳
営
へ
告
げ
ま
い
ら
せ
、
潤
て
「
シ
厨
メ

　
　
一
川
」
和
解
御
用
を
佐
十
郎
へ
命
ぜ
ら
れ
、
絡
に
は

第
　
　
巷
　
　
叢
　
識
　
　
調
書
謬
局
の
劒
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
御
家
人
に
か
す
ま
は
れ
け
る
な
b
。
其
後
塚
翁
載
槻

　
　
も
陪
臣
に
し
て
右
の
和
解
御
用
に
預
り
奏
請
を
も
命

　
　
す
る
事
に
な
り
た
る
は
、
五
十
年
來
蘭
學
の
公
學
こ

　
　
な
り
し
始
な
り
。
次
て
字
田
川
片
脇
杉
田
立
野
青
地

　
　
林
混
然
数
人
和
解
御
用
に
預
る
者
こ
い
へ
こ
も
、
し

　
　
か
く
の
故
あ
り
て
家
翁
を
始
こ
せ
り
。
是
は
土
生

　
　
鴬
の
周
旋
あ
る
に
因
れ
り
、
さ
て
此
學
の
都
下
に
て
．

　
　
興
面
目
を
得
る
は
馬
場
氏
よ
り
始
れ
り
。

　
幕
讐
土
生
亥
碩
ご
臼
官
高
橋
景
保
こ
の
シ
ー
ボ
ル
ト
事

件
に
就
い
て
の
關
係
は
、
有
名
な
こ
ご
で
あ
る
が
、
二
潜

は
饒
に
交
化
六
七
年
頃
に
方
っ
て
、
か
や
う
に
鐸
局
創
設
の

際
に
結
付
け
ら
れ
て
ゐ
把
の
で
あ
る
Q
是
に
於
て
盤
學
本

草
系
統
の
蘭
學
煮
は
天
文
地
理
系
統
の
蘭
學
者
ご
接
近
合

同
す
る
こ
、
こ
な
つ
お
。
さ
て
こ
の
事
業
は
、
高
橋
の
緯

聲
の
才
に
由
て
進
歩
し
把
こ
ご
は
、
種
々
の
側
か
ら
明
か

に
し
得
る
が
、
殊
に
前
記
の
書
に
見
ゆ
る
大
槻
躯
幹
の
記

が
確
か
で
あ
る
Q
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是
よ
り
寒
き
高
橋
民
は
父
の
業
を
縫
ぎ
研
能
氏
が
口
　
書
を
以
て
、
荷
田
無
の
創
國
學
啓
お
よ
び
中
弁
氏
の
建
學
、

　
　
本
測
量
地
圏
の
総
裁
こ
し
て
叉
縫
界
地
誌
の
絡
裁
を
　
私
．
議
ご
共
に
運
び
外
す
べ
き
も
の
こ
思
ひ
、
和
漢
洋
三
學

　
　
な
す
に
至
れ
ば
、
通
詞
を
始
め
蘭
學
の
者
を
手
に
鳩
、
の
振
興
に
勤
す
る
抱
負
を
遽
べ
把
も
の
ε
し
て
そ
れ
ぞ
れ

　
　
し
腿
官
に
預
ら
ざ
灸
、
シ
ヨ
メ
ー
川
」
御
用
も
其
手
附
奪
慰
す
べ
き
も
の
こ
帷
ふ
。
大
槻
氏
の
考
に
よ
れ
ば
、
諜

　
　
て
勤
仕
す
る
様
に
な
り
た
り
。
此
人
學
才
は
要
し
け
　
局
を
和
学
講
談
所
な
ざ
に
微
ひ
気
立
せ
し
め
、
本
朝
に
て

　
’
れ
ご
も
世
事
に
長
じ
て
俗
諺
ご
よ
く
相
接
し
黄
蓮
の
　
は
大
目
本
史
の
編
纂
．
寛
政
諸
家
譜
の
量
子
漢
土
に
て
は

　
　
人
を
手
に
属
し
て
公
用
を
蜘
せ
し
が
故
に
此
學
の
大
　
梵
文
の
乱
塾
、
叉
は
清
朝
の
理
藩
な
ご
の
榛
な
設
備
に
し

　
　
功
あ
る
に
似
把
り
○
土
盤
氏
は
罪
科
を
專
門
こ
し
て
　
て
、
幕
府
で
保
護
し
て
ゆ
く
が
よ
い
こ
い
ふ
の
が
、
主
張

　
　
手
術
熟
練
の
人
な
れ
ば
、
蘭
學
を
信
ぜ
し
ょ
り
馬
蕩
　
の
大
士
で
あ
る
Q
士
地
の
選
定
や
ら
部
局
の
理
科
や
ら
に

　
　
を
始
め
家
運
宇
氏
等
典
周
旋
に
よ
る
こ
ご
あ
り
て
此
　
ま
で
論
及
し
且
つ
清
朝
の
理
藩
院
の
如
く
に
外
野
交
渉
の

　
　
溢
め
轟
く
る
こ
ご
少
な
か
ら
ず
。
、
　
　
　
　
　
　
事
を
取
捌
く
や
う
に
し
耀
い
ご
云
ふ
抱
負
を
も
遽
べ
て
あ

高
橋
の
伎
個
ご
長
所
ご
を
墨
書
な
く
面
し
て
を
る
。
さ
て
　
る
。
而
し
て
蘭
學
を
な
す
者
は
必
ず
本
局
の
許
可
を
受
け

叉
記
者
の
味
な
る
大
槻
翼
翼
が
澤
局
蟹
張
の
案
を
墾
早
堀
　
る
や
う
に
せ
ね
ば
な
濾
ざ
取
締
方
を
も
暴
げ
把
。
法
致
理

趣
侯
に
呈
し
π
交
書
は
蘭
塔
感
触
後
号
第
二
書
こ
し
て
磐
　
財
文
藝
等
の
事
は
暴
げ
て
な
い
が
天
文
地
理
数
學
搏
物
讐

親
親
響
櫨
に
出
て
を
る
。
年
月
は
判
然
せ
澱
が
、
文
化
八
　
療
工
學
及
砲
術
等
に
勝
る
今
日
の
理
科
選
科
工
科
の
類
の

九
年
の
際
の
書
で
、
馬
肉
に
次
い
で
彼
か
課
員
に
列
し
た
　
學
問
を
語
學
ご
共
に
孜
議
し
よ
う
こ
い
ふ
の
を
以
て
目
的

後
の
事
で
あ
る
こ
ご
は
確
か
で
あ
る
○
予
輩
は
こ
の
建
議
　
こ
し
た
。
さ
れ
ば
諜
局
創
設
期
に
於
け
る
大
槻
氏
の
砲
負



は
、
数
十
年
後
の
蕃
書
調
所
叉
は
開
戒
所
あ
論
り
の
設
備

を
豫
等
し
元
の
で
あ
っ
陀
○
葬
常
に
時
勢
に
先
ゐ
じ
て
居

陀
も
の
で
あ
る
。
堀
田
侯
の
明
を
以
て
し
て
も
未
だ
俄
か

に
そ
の
實
現
を
望
ま
れ
な
か
つ
π
の
は
、
無
理
も
な
か
つ

π
o

　
さ
て
鐸
局
登
展
の
動
機
に
な
つ
π
シ
知
識
乱
川
百
科
僻

典
翻
課
の
業
は
、
交
響
八
年
三
月
に
起
り
、
何
年
ま
で
繊

、
績
し
槌
か
わ
か
ら
ぬ
Q
然
し
十
八
年
後
の
文
政
十
二
年
、

高
橋
景
保
が
獄
中
に
残
し
把
時
、
天
交
毫
鐸
員
よ
り
同
書

の
翻
鐸
に
は
作
左
衛
門
撫
は
り
居
ら
ざ
る
山
を
其
筋
に
申

出
て
を
る
囎
聞
所
か
ら
察
す
る
ご
随
分
長
く
黙
認
し
て
ゐ

　
　
　
　
ぬ
コ
ヨ
の

π
こ
ご
が
わ
か
る
。
幕
府
…
よ
り
静
岡
藩
の
學
校
に
引
繊
が

れ
て
現
に
静
岡
の
師
範
學
校
の
書
庫
に
残
る
厚
生
新
編
の

稿
本
百
数
十
鵬
は
即
ち
右
シ
ヨ
メ
二
男
の
翻
謬
さ
れ
π
成

果
で
あ
る
。
覇
者
の
姓
名
を
録
し
て
あ
る
憲
も
あ
り
、
謬

員
の
交
替
等
も
或
稚
度
ま
で
知
ら
れ
る
。
馬
瘍
竜
馬
等
の

序
文
に
よ
っ
て
本
書
の
來
歴
も
わ
か
る
が
、
除
臼
が
乏
し

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
観
　
　
閑
害
謬
局
の
創
設

い
か
ら
紹
介
を
翻
す
る
。
同
書
の
翻
課
は
最
初
文
化
八
年

三
月
馬
場
に
命
ぜ
ら
れ
、
聞
も
な
く
五
月
に
大
槻
を
も
加

へ
ら
れ
π
の
で
あ
っ
把
○
そ
の
以
後
課
員
の
数
も
殖
ぬ
、
事

業
も
シ
ヨ
メ
ー
ル
以
外
の
書
に
も
及
び
、
叉
諜
員
の
卜
者

は
北
海
に
來
陀
露
艦
こ
の
交
渉
、
東
海
を
音
信
つ
れ
π
英

離
こ
の
慮
綾
な
ざ
も
司
り
、
其
時
英
節
の
翻
謬
音
通
諜
に

當
つ
π
こ
ご
が
数
々
あ
っ
把
○
殊
に
高
曇
篤
農
の
事
業
は

繹
局
初
期
に
於
て
最
も
光
彩
め
る
も
の
で
あ
っ
だ
が
、
創

設
以
後
の
事
蹟
並
に
調
革
は
一
切
之
を
他
臼
に
譲
る
こ
ご

、
す
る
。
丈
化
若
年
（
一
八
一
一
）
よ
り
起
算
す
れ
ば
蕃
書

調
所
の
成
立
す
る
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
至
る
四
十
五

年
間
の
鐸
局
の
礎
漣
ご
高
橋
以
後
の
維
螢
表
、
馬
膓
以
後

の
翻
課
満
及
腰
諜
渚
の
事
蹟
、
は
噛
別
稿
に
詳
か
に
す
る
機

會
を
得
諾
い
ご
思
ふ
。
（
大
正
二
年
＋
月
月
學
凝
究
曾
に
於
て
の
講
演

「
蕃
所
調
瓶
の
起
源
、
、
」
手
傷
貞
潔
の
翻
倒
融
業
し
の
稿
案
を
修
訂
…
す
、
大
正
五

年
六
月
）
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